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成果の概要 

京都大学大学院 文学研究科 仏教学専修 

博士後期課程 1 年 中山慧輝 

 

(1) 研究集会の概要 

研究集会名: The 10th International Indology Graduate Research Symposium 

(第 10 回インド学大学院生シンポジウム) 

   開催場所: SOAS (School of Oriental and African Studies) University of London 

   開催期間: 2018 年 9 月 28, 29 日 

 

 International Indology Graduate Research Symposium は、インド学に関係するすべての大学

院生及び若手研究者に発表の機会を与え、自身の研究成果を国際学会で発表する機会の少

ない若い世代の研究者たちが互いに切磋琢磨できる場を提供し、有望な次世代を育成する

目的で発足した。会期は 2 日間にわたって行われ、開催国であるイギリスをはじめとするヨ

ーロッパ諸国だけでなく、インド、韓国、台湾などのアジアからも参加が多く、総勢 22 名

による発表で議論が終始白熱していた。各発表者には質疑応答を含む 30 分の時間が与えら

れた。今回は、本シンポジウムの 10 周年記念ということもあり、Hatha Yoga の専門家であ

る James Mallinson 博士による Key note が行われ、盛り上がりを見せた。 

 

(2) 研究発表の概要 

発表題目: The Criticism of Theism in the Śrāvakabhūmi of the Yogācārabhūmi 

      (『瑜伽師地論』「声聞地」における有神論批判) 

 

 世界は何によって創造されるのか。この問いに対して、インドでは古来より多くの議論が

なされてきた。特に、インドの有神論者たちは、自在神 (īśvara) やブラフマン (brahman) が

世界の絶対者、創造者であると説く。一方、仏教はこの考えを批判する。本発表では、イン

ド大乗仏教の二大学派のひとつである瑜伽行（ヨーガの実践）派の根本典籍である『瑜伽師

地論』(Yogācārabhūmi) の中でも最古層に位置する「声聞地」(Śrāvakabhūmi) に着目し、声

聞乗、いわゆる小乗の教えに基づいて修行者が涅槃に到達するために歩む修行道の中で説

かれる有神論批判の解明を目指した。仏教は、世界を創造し、操り動かす神が存在しないこ

とを論理によって証明するが、そのような傾向はより後代において顕著に現れ、特に仏教外

の諸哲学派たちとの間の論争によって展開されていた。一方で、それらの文献より古い「声

聞地」においては、そのような論理思考が瞑想のなかで適用されることを指摘し、他学派と

の論争ではなく、仏教修行それ自体において有神論批判がどのように行われているのかに

着目して、仏教徒による有神論批判の新たな視点を提示した。 



 

(3) 参加の成果 

 驚くことに、本学会において、インドの有神論を扱った発表が、報告者を除いて 2 つもあ

り、彼ら 2 人をはじめとして多くの助言や示唆を受けることができた。特に、仏教文献では

ない他のインド学での有神論に関する海外の研究を知ることができ、大変有益なものとな

った。質疑応答においても、瑜伽行派が瞑想において有神論批判を取り入れたのも、その前

段階には後代と同様の論争が背景にあったのではないのか、などの発表の核心を突く鋭い

質問も受け、再考のいい機会となった。海外での発表という点では、新たな環境での挑戦だ

ったが、この経験を通して、他の国際学会にも発表者として積極的に参加する意欲が生まれ

た。 

 発表者以外の発表でも、多分野にわたる若手研究者の最新の研究を知ることができ、非常

に刺激になった。インド学については、日本の研究も多く蓄積されているため、それらを他

の研究者に共有することもでき、互いに情報共有を図ることができた。本シンポジウムでは、

研究者交流のため、Tea break が多く設けられており、その間に交流を深めることもできた。

何よりも、自分と同じ年代の研究者が一度に集結し、学術的でありながらも、柔らかい雰囲

気のもと研究集会に参加できたのは本シンポジウムのひとつの良さだと感じた。 

 また、日本のインド学の学会では、文献学に基づく丁寧な議論を基調としているため、基

本的にパワーポイントなどを用いず、発表資料を配る形での発表が一般的だが、今回はほと

んどの発表者がスクリーンを使っており、発表の手順や資料の作り方など、今後の国際学会

等での参考になった。 

 今回の発表の成果については、来年刊行予定の学会誌Puṣpikā: Tracing Ancient India Through 

Tradition に投稿する予定である。 
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